
この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

福祉・介護・ボランティアに関することは
■ 本　　所　〒680-0463　八頭町宮谷254番地1
　　　　　　 電話：（0858）72‒6210　FAX（0858）72‒2793

■ 船岡支所　〒680-0411　八頭町船岡殿159番地
　　　　　　 電話：（0858）73‒0672　FAX（0858）72‒6122

■ 八東支所　〒680-0532　八頭町東593番地1
　　　　　　 電話：（0858）84‒2210　FAX（0858）84‒2227
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https://www.yazu-syakyo.or.jp/

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。
是非のぞきに来て下さい！

■ お問合せ　八東地域福祉センター　八頭町東593-1 ／電話：(0858)84-2210

鍛冶屋温泉カレンダー
9月

 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

 29 30

7月
 日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

 28 29 30 

8月
 日 月 火 水 木 金 土
     1  2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17

 18 19 20 21 22 23 24

 25 26 27 28 29 30 31

営業日（9：00～17：00）
（受付は１６：３０まで）

休業日（毎週火曜日《祝日の場合は翌日》・年末年始）

ふろの日（入浴料100円割引）

■ １０人以上は予約により送迎をします（八頭町内のみ）
■ 温泉利用での無料休憩所・無料マッサージ機があります。

営業日（9：00～19：00）
（土・日・祝日の延長は11月末まで）
（受付は１８：３０まで） 入

浴
料

町内在住者　　　　 300円
（町内勤務者も含む）

町外在住者 　　　　400円
小学生・障がい者　　 200円

毎月26日は「ふろの日」入浴料100円おトク！
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主なトピックス
事業計画・事業報告　　 P２
日常生活自立支援事業　P４
子育て世帯訪問支援事業　P５
ご寄付お礼　　　　　　P７
鍛冶屋温泉カレンダー　P８

　船岡支所で毎月開催している
なかよし会に船岡保育所の園児
を招待し交流会を行いました。
　こいのぼりに飾り付けをしな
がら交流をし、たくさんの笑顔が
溢れました。

7
令和６年 

第77号

社協だより
八 頭 町 社 会 福 祉 協 議 会 広 報 誌

ふるさと大好き　笑顔が大好き！

　この度、八頭町社会福祉協議会の新しいロゴデザイン
が決定しました。今回のデザインは、本会の理念を象徴
するものとなっています。

【作品に込められた想い】
　新しいロゴは「つながる」ことを表現するため、手を
取り合う姿をイメージしました。線画にすることで様々
な形で利用できるようにしています。デザインには「あ
なたと　みんなとつながる　しゃきょう」も含まれま
す。「しゃきょう」というフレーズは多くの方に聞きなじ
みがあるので、デザインとしゃきょうと社協が連想でき
ることを意図しています。

　この新しいロゴを通じて、本会の活動に対する理解と
共感が広がり、さらなる支援が得られることを期待して
います。今後も、八頭町社会福祉協議会の活動にご注目
ください。

なかよし会·船岡保育所交流会
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住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

由
紀
夫

雅

之

敦

子

ア
サ
ヱ

幸

子

住

江

上
　
嶌
　
共
　
栄

西
　
田
　
恵
　
次

德
　
松
　
公
　
明

岸
　
本
　
克
　
彦

安
　
田
　
彰
　
彦

田
　
中
　
伊
知
郎

宮

谷

茂

田

徳

丸

船
岡
殿

安
井
宿

徳

丸

夫父姉母母母

３月

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

千
代
野

辰

雄

孝

雄

幸

一

勝
　
原
　
義
　
親

平
　
木
　
秀
　
雄

山
　
本
　
幸
　
雄

西
　
尾
　
礼
　
治

落

岩

西
御
門

船

岡

船

岡

母父父父

５月 ４月

父母母母

展
　
正

ひ
と
ゑ

富
　
子

ト
　
キ

林
　
　
伸
　
一

平
　
木
　
　
　
操

川
　
西 

里
枝
子

中
　
川
　
邦
　
子

国

中

西
御
門

才

代

隼
郡
家

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

香
典
返
し・玉
串
料

お
花
代
ご
寄
付

　
皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
に
対
し

て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

（
３
月
〜
５
月
）

物
品
寄
付

栄
田
　
正
温

八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団 

八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　
　
　
　
　 

ダ
ン
ス
ロ
ー
プ

タ
オ
ル
他 

雑
巾

令和６年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支予算書（単位：円）

会費収入　4,627,000
寄付金収入
　　2,215,000

通所介護事業
265,613,000

法人運営事業
66,798,000補助金収入

76,628,000

受託金収入
86,108,000

貸付事業収入
200,000

事業収入
6,291,000

介護保険事業収入
306,233,000

障害福祉
サービス等
事業収入
5,204,000

事業活動
その他の収入
1,154,000

その他の活動収入
15,000,000

前期末支払資金
60,550,000

障がい福祉
サービス事業
6,955,000

委託施設管理事業
20,109,000 居宅介護

支援事業
87,664,000

施設管理運営事業
4,215,000

地域福祉活動推進事業
11,493,000

福祉サービス利用援助事業
1,862,000

ボランティアセンター事業
534,000
補助事業
40,720,000
共同募金配分金事業
4,161,000
地域支援事業
28,508,000

訪問介護事業
18,728,000

福祉資金貸付事業
6,850,000

収入合計
564,210,000

支出合計
564,210,000

（
３
月
〜
５
月
）

環
境
美
化

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
こ
の
八
頭
町
に

　
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

　「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
〜

社
協
会
費
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
住
民
一
人

ひ
と
り
が
役
割
を
も
ち
、助
け
合
い
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く「
地
域
共

生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
企

画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
そ

の
活
動
は
、み
な
さ
ま
か
ら
頂
く
貴
重

な
財
源
で
あ
る「
社
協
会
費
」で
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
社
協
会
費
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、本
会
の
趣
旨
や
活
動
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、会
費
の
納
入
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容

は
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

１
．持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

　  

地
域
福
祉
活
動
の
展
開

①
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
へ
の
支
援
強
化

　
誰
も
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
集
い
の
場
づ

く
り
を
進
め
、課
題
を
抱
え
た
人
・
世
帯
を
地
域
の
関
係

に
つ
な
ぎ
戻
し
、人
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
支
え
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

②
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
推
進

　
地
域
住
民
と
子
ど
も
、当
事
者
や
そ
の
家
族
、学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
が
交
流
を
通
し
て
、お
互
い
の
理
解
を
深

め
る
共
生
型
交
流
事
業
に
よ
る
地
域
で
の
福
祉
学
習
を

推
進
す
る
。

③
包
括
的
な
相
談
・
支
援
体
制
の
強
化

　
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」を
窓
口
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
止
め
、相
談
者
の
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
向
け
て
援
助
す
る
。さ
ら
に
、複
雑
化
・
複
合
化

し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
包
括
的
な
支
援
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、多
機
関
協
働
事
業
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
、参
加
支
援
事
業
に
取
り
組
む
。

④
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
と
の
連
携

　
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
て
協
議
・
連
携
し
、取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

２
．災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　  

運
営
に
向
け
た
体
制
の
整
備

３
．介
護
保
険
事
業
の
安
定
し
た
経
営
と
事
業
展
開

　
① 

通
所
介
護
事
業
運
営
の
検
討

　
② 

利
用
者
本
位
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

４
．法
人
組
織
の
基
盤
強
化

　
①
法
人
の
管
理
体
制
と
組
織
の
強
化

　
②
職
員
の
人
材
育
成
と
資
質
の
向
上

　
③
自
主
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な
財
政
経
営

令和６年度　事 業 計 画

重
点
項
目

基
本
方
針

　
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
貌
す
る

中
で
、少
子
高
齢
化
、核
家
族
化
な
ど
に

よ
り
家
庭
や
地
域
の
相
互
扶
助
機
能
は

弱
体
し
、住
民
相
互
の
社
会
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化

や
生
活
課
題
の
多
様
化
・
複
雑
化
な
ど
、住
民
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

中
、令
和
６
年
度
〜
令
和
11
年
度
の
６
年
間
の「
第
２

期
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」（
町
と
社
協
が
一
体

的
に
策
定
）が
策
定
さ
れ
、地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を

再
構
築
し
て
、公
・
民
の
多
様
な
主
体
が
一
丸
と
な
っ

て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
会
で
は
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
、住
民
と
の
協
働
を
通
じ
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、住
民
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
へ
の
支
援
等
を
推
し
進
め
る
こ

と
が
重
要
な
役
割
と
な
る
。

　
ま
た
、重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
本
格
実
施
に

伴
い
、多
機
関
協
働
事
業
・
参
加
支
援
事
業
・
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
事
業
に
よ
る
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
課
題
を
か
か
え
ら
れ

る
方
々
へ
の
各
相
談
支
援
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
も

大
き
な
役
割
と
な
る
。

　
介
護
保
険
等
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
い
て
は
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
思

い
を
支
え
る
事
業
で
あ
り
、質
の
高
い
事
業
展
開
、関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
令
和
６
年
度
は
、次
の
４
つ
を
重
点
目
標
と
し
て
展

開
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動

◆
採
用

　
令
和
６
年
５
月
１
日
付

　
　
石
本
　
春
香（
本
所
通
所
介
護
係
主
事
）

◆
退
職

　
令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
　
亀
山
　
真
由（
本
所
通
所
介
護
係
主
事
）

　
令
和
６
年
４
月
30
日
付

　
　
山
本
　
哲
進（
本
所
地
域
福
祉
課
主
事
）

人
事
異
動

郡家赤十字奉仕団のみなさん
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通所介護事業
244,150,326

令和５年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支決算書（単位：円）

障がい福祉
サービス事業
7,588,096

委託施設管理事業
24,120,539 法人運営事業

71,879,233
居宅介護
支援事業
80,868,855

施設管理運営事業
3,713,390

地域福祉活動推進事業
12,750,821

福祉サービス利用援助事業
1,602,700

ボランティアセンター事業
1,301,636
補助事業
30,065,153
共同募金配分金事業
4,120,088
地域支援事業
25,648,446

訪問介護事業
15,132,071

福祉資金貸付事業
6,500,710

会費収入 4,475,000
寄付金収入
　　2,923,974補助金収入

76,371,188

受託金収入
76,791,777

事業収入
6,083,665

貸付事業収入
38,000

介護保険事業収入
269,157,877

障害福祉
サービス等
事業収入
5,163,100

事業活動
その他の収入
1,071,488

その他の活動収入
8,000,000

前期末支払資金
79,365,995

収入合計
529,442,064

支出合計
529,442,064

　
令
和
５
年
度
は
、次
の
地
域
福
祉
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
抜
粋
）

●
地
域
福
祉
事
業

•
こ
だ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
地
域
見
守
り
）

•
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
５
６
サ
ロ
ン
）

•
小
・
中
学
校
福
祉
教
育
推
進

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
設
置
促
進
・
支
援

•
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
研
修
会
開
催

•
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

•
福
祉
大
会（
11
月
５
日
開
催
）

•
災
害
時
支
え
愛
地
域
づ
く
り

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録（
３
０
３
名
）

•
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練

•
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」

•
え
ん
く
る
り（
生
活
困
窮
へ
の
法
人
貢
献
事
業
）

•
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト（
緊
急
支
援
）

●
共
同
募
金
配
分
金
事
業

•
敬
老
の
贈
り
物（
１
４
３
名
）

•
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
助
成（
５
事
業
所
）

•
障
が
い
者
福
祉
活
動
支
援

•
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
助
成
　

•
小
・
中
・
保
育
所
生
産
活
動

•
保
育
園
児
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト（
４
９
４
名
）

•
県
外
災
害
義
援
金

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
助
成

•
お
せ
ち
配
布（
２
７
７
名
）

•
重
度
障
が
い
者
贈
り
物（
１
４
５
名
）

•
作
業
所
歳
末
行
事
助
成

•
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ（
３
月
２
日
開
催
）

•
福
祉
ま
つ
り（
９
月
24
日
開
催
）

•
鍛
冶
屋
温
泉
ま
つ
り（
11
月
12
日
開
催
）

●
地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防
事
業
）

•
介
護
予
防
事
業
・
食
の
自
立
支
援
事
業

•
家
族
介
護
教
室
・
通
所
型
介
護
予
防
事
業

●
委
託
施
設
管
理
事
業（
指
定
管
理
）

•
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

•
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

●
諸
団
体
等
へ
の
活
動
支
援

•
民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
・
遺
族
会
連
合
会
・
心
身

障
害
児（
者
）保
護
育
成
会
・
共
同
募
金
委
員
会

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
地
域
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染

法
上
の
２
類
相
当
か
ら
５
類
感
染
症

に
位
置
づ
け
ら
れ
、３
年
余
り
続
い
た

外
出
自
粛
や
行
動
制
限
な
ど
の
対
策

が
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、

徐
々
に
本
来
の
姿
に
立
ち
返
り
な
が

ら
お
お
む
ね
事
業
計
画
に
沿
っ
て
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。中
で

も
福
祉
ま
つ
り
、鍛
冶
屋
温
泉
ま
つ
り

は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、世
代
や

団
体
、役
割
を
超
え
た
住
民
同
士
の
交

流
が
深
ま
り
、地
域
の
力
と
つ
な
が
り

を
実
感
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
支

援
で
は
、地
区
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

を
推
進
し
、ま
た
、コ
ロ
ナ
が
明
け
本

格
的
に
活
動
を
再
開
し
始
め
た
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
取
り
組
み
を
伴
走

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、男
性

の
参
加
機
会
促
進
に
向
け
た
企
画
や

未
設
置
地
区
で
の
機
運
づ
く
り
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
た
。

　
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
推
進
で
は
、八
頭
高
校
の
授
業
に

障
が
い
当
事
者
が
参
加
し
て
体
験
を

語
り
合
い
、共
に
過
ご
す
経
験
を
通
じ

た
福
祉
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
。ま
た
、地
域
共
生
社
会
を
進
め
る

た
め
の
各
種
福
祉
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
、

福
祉
関
係
委
員
を
対
象
と
し
た
障
が

い
当
事
者
の
体
験
談
か
ら
共
感
的
に

学
ぶ
研
修
を
行
っ
た
。

　
相
談
支
援
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
」
を
相
談
窓
口
と
し
、
関

係
機
関
・
専
門
機
関
と
連
携
を
し
な

が
ら
、
課
題
を
抱
え
る
相
談
対
象
者

へ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
相
談
支
援

を
行
っ
た
。
新
規
の
取
り
組
み
と
し

て
、
狭
間
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
本
人
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
資
源

と
の
間
を
取
り
持
ち
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
回
復
す
る
た
め
に
「
ほ
っ

と
×
D
o
g
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画

し
、
日
本
ス
ク
ー
ル
ド
ッ
グ
協
会
と

協
働
し
て
動
物
介
在
活
動
を
取
り
入

れ
た
地
域
住
民
の
居
場
所
づ
く
り
を

展
開
し
、
地
域
づ
く
り
と
個
別
支
援

の
両
輪
で
の
支
援
体
制
の
構
築
を

図
っ
た
。
　

　
町
内
５
法
人
に
よ
る
法
人
連
絡

会
で
は
、各
法
人
が
八
頭
高
校
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
受
入
れ
、福
祉
の

仕
事
に
触
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、地
域
福
祉
の
増
進
を
図
っ
た
。

令和５年度　事 業 報 告

（※）ほっと×Dogプロジェクト

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
当
事
者
団
体
で
あ

る
、八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、八
頭

町
心
身
障
害
児（
者
）保
護
育
成
会
、
八
頭

町
家
族
会
で
は
、
お
互
い
の
活
動
の
活
性

化
や
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
に
合
同
体

育
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
大
会
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
協
力
の
も
と
、
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
障
が
い

に
つ
い
て
理
解
し
合
え
る
場
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

日 

時
：
令
和
６
年
7
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時 

30
分
〜

場 

所
：
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

内 

容
： 

ボ
ッ
チ
ャ
、

　
　
　 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

対 
象
： 
八
頭
町
身
障
協
会
、育
成
会
、家
族

会
　
会
員
の
皆
様

　
　
　 

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　
　
　 

町
内
に
あ
る
就
労
継
続
支
援
B
型

事
業
所
に
通
っ
て
お
ら
れ
る
方

参
加
申
込
先

　
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局

　（
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

電
　
　
話
　
７
２
-0
0
2
1

申
込
締
切
　
7
月
12
日（
金
）

八
頭
町
身
障
協
会
・
育
成
会
・
家
族
会
・
合
同
体
育
大
会

団
体
の
枠
を
超
え
て

笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
に

　会
員
以
外
の
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
葬
儀
用
祭
壇

の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

６
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
長
い
間
、
事
業
へ

の
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
引
取
業
者
様
の
サ
ー
ビ
ス
終
了
・
飲

料
メ
ー
カ
ー
業
界
団
体
等
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
踏
ま
え
、
八
頭
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
社
協
本
所
・
各
支
所
）

で
は
令
和
６
年
７
月
末
を
も
っ
て
、
空

き
缶
の
「
プ
ル
タ
ブ
」
回
収
を
終
了
い

た
し
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
近
年
、
市
場
で
よ
く
見
か
け
る
空
き
缶

の
プ
ル
タ
ブ
は
、
缶
本
体
に
つ
い
た
ま
ま

再
利
用
可
能
で

あ
る
た
め
、
外

す
必
要
が
な
い

と
の
こ
と
で

す
。

　
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

9
月
２9
日（
日
）に
開
催
す
る「
八
頭

町
福
祉
ま
つ
り
」の
イ
ベ
ン
ト
出
店
団

体
を
募
集
し
ま
す
。出
店
を
希
望
さ

れ
る
団
体
は
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

日
時
：
令
和
６
年
9
月
29
日（
日
）

　
　
　
10
：
30
〜
１3
：
00
頃

会
場
：
八
東
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
屋
内
運
動
場

　
・
出
店
ス
ペ
ー
ス
は

　
　
1
団
体
当
た
り
3ｍ
×
3ｍ

　
・
参
加
者
見
込
み
：
5
0
0
名
程
度

　
・
申
込
締
切
：

　
　
　
　
令
和
６
年
7
月
31
日（
水
）

　
出
店
内
容
は
出
店
団
体
に
お
任
せ

し
ま
す
が
、福
祉
作
業
所
等
の
出
店

内
容
と
重
な
る
場

合
や
会
場
設
備
の

都
合
に
よ
り
調
整

を
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
本

会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
頭
町
福
祉
ま
つ
り

出
店
団
体
を
募
集
し
ま
す

祭
壇
の
貸
出
事
業
の

　
　
　
　
終
了
に
つ
い
て

「
プ
ル
タ
ブ
」回
収
を

　
　
　
　
　
終
了
し
ま
す

7/27
開催
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通所介護事業
244,150,326

令和５年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支決算書（単位：円）

障がい福祉
サービス事業
7,588,096

委託施設管理事業
24,120,539 法人運営事業

71,879,233
居宅介護
支援事業
80,868,855

施設管理運営事業
3,713,390

地域福祉活動推進事業
12,750,821

福祉サービス利用援助事業
1,602,700

ボランティアセンター事業
1,301,636
補助事業
30,065,153
共同募金配分金事業
4,120,088
地域支援事業
25,648,446

訪問介護事業
15,132,071

福祉資金貸付事業
6,500,710

会費収入 4,475,000
寄付金収入
　　2,923,974補助金収入

76,371,188

受託金収入
76,791,777

事業収入
6,083,665

貸付事業収入
38,000

介護保険事業収入
269,157,877

障害福祉
サービス等
事業収入
5,163,100

事業活動
その他の収入
1,071,488

その他の活動収入
8,000,000

前期末支払資金
79,365,995

収入合計
529,442,064

支出合計
529,442,064

　
令
和
５
年
度
は
、次
の
地
域
福
祉
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
抜
粋
）

●
地
域
福
祉
事
業

•
こ
だ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
地
域
見
守
り
）

•
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
５
６
サ
ロ
ン
）

•
小
・
中
学
校
福
祉
教
育
推
進

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
設
置
促
進
・
支
援

•
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
研
修
会
開
催

•
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

•
福
祉
大
会（
11
月
５
日
開
催
）

•
災
害
時
支
え
愛
地
域
づ
く
り

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録（
３
０
３
名
）

•
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練

•
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」

•
え
ん
く
る
り（
生
活
困
窮
へ
の
法
人
貢
献
事
業
）

•
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト（
緊
急
支
援
）

●
共
同
募
金
配
分
金
事
業

•
敬
老
の
贈
り
物（
１
４
３
名
）

•
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
助
成（
５
事
業
所
）

•
障
が
い
者
福
祉
活
動
支
援

•
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
助
成
　

•
小
・
中
・
保
育
所
生
産
活
動

•
保
育
園
児
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト（
４
９
４
名
）

•
県
外
災
害
義
援
金

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
助
成

•
お
せ
ち
配
布（
２
７
７
名
）

•
重
度
障
が
い
者
贈
り
物（
１
４
５
名
）

•
作
業
所
歳
末
行
事
助
成

•
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ（
３
月
２
日
開
催
）

•
福
祉
ま
つ
り（
９
月
24
日
開
催
）

•
鍛
冶
屋
温
泉
ま
つ
り（
11
月
12
日
開
催
）

●
地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防
事
業
）

•
介
護
予
防
事
業
・
食
の
自
立
支
援
事
業

•
家
族
介
護
教
室
・
通
所
型
介
護
予
防
事
業

●
委
託
施
設
管
理
事
業（
指
定
管
理
）

•
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

•
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

●
諸
団
体
等
へ
の
活
動
支
援

•
民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
・
遺
族
会
連
合
会
・
心
身

障
害
児（
者
）保
護
育
成
会
・
共
同
募
金
委
員
会

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
地
域
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染

法
上
の
２
類
相
当
か
ら
５
類
感
染
症

に
位
置
づ
け
ら
れ
、３
年
余
り
続
い
た

外
出
自
粛
や
行
動
制
限
な
ど
の
対
策

が
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、

徐
々
に
本
来
の
姿
に
立
ち
返
り
な
が

ら
お
お
む
ね
事
業
計
画
に
沿
っ
て
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。中
で

も
福
祉
ま
つ
り
、鍛
冶
屋
温
泉
ま
つ
り

は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、世
代
や

団
体
、役
割
を
超
え
た
住
民
同
士
の
交

流
が
深
ま
り
、地
域
の
力
と
つ
な
が
り

を
実
感
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
支

援
で
は
、地
区
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

を
推
進
し
、ま
た
、コ
ロ
ナ
が
明
け
本

格
的
に
活
動
を
再
開
し
始
め
た
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
取
り
組
み
を
伴
走

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、男
性

の
参
加
機
会
促
進
に
向
け
た
企
画
や

未
設
置
地
区
で
の
機
運
づ
く
り
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
た
。

　
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
推
進
で
は
、八
頭
高
校
の
授
業
に

障
が
い
当
事
者
が
参
加
し
て
体
験
を

語
り
合
い
、共
に
過
ご
す
経
験
を
通
じ

た
福
祉
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
。ま
た
、地
域
共
生
社
会
を
進
め
る

た
め
の
各
種
福
祉
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
、

福
祉
関
係
委
員
を
対
象
と
し
た
障
が

い
当
事
者
の
体
験
談
か
ら
共
感
的
に

学
ぶ
研
修
を
行
っ
た
。

　
相
談
支
援
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
」
を
相
談
窓
口
と
し
、
関

係
機
関
・
専
門
機
関
と
連
携
を
し
な

が
ら
、
課
題
を
抱
え
る
相
談
対
象
者

へ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
相
談
支
援

を
行
っ
た
。
新
規
の
取
り
組
み
と
し

て
、
狭
間
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
本
人
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
資
源

と
の
間
を
取
り
持
ち
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
回
復
す
る
た
め
に
「
ほ
っ

と
×
D
o
g
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画

し
、
日
本
ス
ク
ー
ル
ド
ッ
グ
協
会
と

協
働
し
て
動
物
介
在
活
動
を
取
り
入

れ
た
地
域
住
民
の
居
場
所
づ
く
り
を

展
開
し
、
地
域
づ
く
り
と
個
別
支
援

の
両
輪
で
の
支
援
体
制
の
構
築
を

図
っ
た
。
　

　
町
内
５
法
人
に
よ
る
法
人
連
絡

会
で
は
、各
法
人
が
八
頭
高
校
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
受
入
れ
、福
祉
の

仕
事
に
触
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、地
域
福
祉
の
増
進
を
図
っ
た
。

令和５年度　事 業 報 告

（※）ほっと×Dogプロジェクト

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
当
事
者
団
体
で
あ

る
、八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、八
頭

町
心
身
障
害
児（
者
）保
護
育
成
会
、
八
頭

町
家
族
会
で
は
、
お
互
い
の
活
動
の
活
性

化
や
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
に
合
同
体

育
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
大
会
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
協
力
の
も
と
、
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
障
が
い

に
つ
い
て
理
解
し
合
え
る
場
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

日 

時
：
令
和
６
年
7
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時 

30
分
〜

場 

所
：
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

内 

容
： 

ボ
ッ
チ
ャ
、

　
　
　 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

対 

象
： 

八
頭
町
身
障
協
会
、育
成
会
、家
族

会
　
会
員
の
皆
様

　
　
　 

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　
　
　 

町
内
に
あ
る
就
労
継
続
支
援
B
型

事
業
所
に
通
っ
て
お
ら
れ
る
方

参
加
申
込
先

　
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局

　（
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

電
　
　
話
　
７
２
-0
0
2
1

申
込
締
切
　
7
月
12
日（
金
）

八
頭
町
身
障
協
会
・
育
成
会
・
家
族
会
・
合
同
体
育
大
会

団
体
の
枠
を
超
え
て

笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
に

　会
員
以
外
の
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
葬
儀
用
祭
壇

の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

６
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
長
い
間
、
事
業
へ

の
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
引
取
業
者
様
の
サ
ー
ビ
ス
終
了
・
飲

料
メ
ー
カ
ー
業
界
団
体
等
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
踏
ま
え
、
八
頭
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
社
協
本
所
・
各
支
所
）

で
は
令
和
６
年
７
月
末
を
も
っ
て
、
空

き
缶
の
「
プ
ル
タ
ブ
」
回
収
を
終
了
い

た
し
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
近
年
、
市
場
で
よ
く
見
か
け
る
空
き
缶

の
プ
ル
タ
ブ
は
、
缶
本
体
に
つ
い
た
ま
ま

再
利
用
可
能
で

あ
る
た
め
、
外

す
必
要
が
な
い

と
の
こ
と
で

す
。

　
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

9
月
２9
日（
日
）に
開
催
す
る「
八
頭

町
福
祉
ま
つ
り
」の
イ
ベ
ン
ト
出
店
団

体
を
募
集
し
ま
す
。出
店
を
希
望
さ

れ
る
団
体
は
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

日
時
：
令
和
６
年
9
月
29
日（
日
）

　
　
　
10
：
30
〜
１3
：
00
頃

会
場
：
八
東
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
屋
内
運
動
場

　
・
出
店
ス
ペ
ー
ス
は

　
　
1
団
体
当
た
り
3ｍ
×
3ｍ

　
・
参
加
者
見
込
み
：
5
0
0
名
程
度

　
・
申
込
締
切
：

　
　
　
　
令
和
６
年
7
月
31
日（
水
）

　
出
店
内
容
は
出
店
団
体
に
お
任
せ

し
ま
す
が
、福
祉
作
業
所
等
の
出
店

内
容
と
重
な
る
場

合
や
会
場
設
備
の

都
合
に
よ
り
調
整

を
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
本

会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
頭
町
福
祉
ま
つ
り

出
店
団
体
を
募
集
し
ま
す

祭
壇
の
貸
出
事
業
の

　
　
　
　
終
了
に
つ
い
て

「
プ
ル
タ
ブ
」回
収
を

　
　
　
　
　
終
了
し
ま
す

7/27
開催



社協だより 45 社協だより

生活の中で困ったことはありませんか？せい　かつ なか
こま

【お問い合わせ】
八頭町福祉相談支援センター　ほっとTEL：（0858）71-0100

福祉サービス

　毎日の暮らしの中には、いろいろな不安や疑問、判断に迷ってしまう事がた
くさんあります。
 　このような困りごとが発生した時に、福祉サービスの利用手続きや金銭管
理のお手伝いをして、安心して暮らせるようにサポートする『日常生活自立支
援事業』があります！
　少し、難しい名前ですが、困っている方の生活とお金を守るためにお手伝い
する制度です。

利用対象者

サービス内容

認知機能や知的、 精神などに障がいをお持ちの方等でお金の使い方、書類の書
き方、お金の管理の仕方など、１人での判断能力が不十分な方が対象となります。

福祉サービスの利用に関する相談や手続きなど
日常的な生活費の払戻し、預入などの手続きなど
預金通帳や判子、年金証書など大切な書類を金融機関の貸金庫でお預かりします

利　用　料
1 時間以内 /1,200 円（以降 30 分ごとに 600 円）
書類預りサービスは月額 200 円
※生活保護世帯は無料です。

八頭
町子
育て
世帯訪

問

支援
事業
はじ
めまし

た
　今年度より、八頭町子育て世帯訪問支援事業を受
託し、船岡支所より訪問支援員を派遣することにな
りました。
　この事業は、家事・子育てなどに対して不安や負
担を抱える子育て中の家庭や妊産婦、ヤングケア
ラー等がいる家庭を訪問支援員が訪問し、家庭が抱
える不安や悩みの傾聴や家事、子育て等の支援を行
うことで、子育てしやすい環境を整え、不安や悩み
を軽減することを目的としたものです。

どんな支援を
受けられる？

食事の準備、洗濯、掃
除、買い物の代行や
サポートなどの家事
の支援を行います。

育児のサポート、
保育所等の送迎、宿
題の見守り、外出
時の補助など、
育児の支援を
行います。

地域の母子保健・子
育て支援などに関
する情報提供を
行います。

子育て等に関する不
安や悩みを傾聴し、適
切な相談・助言を行い
ます。

日頃のご様子の確認
を行い、必要に応じ
て適切な機関に相談
します。

妊娠や子育てに関して強い不
安や悩みのある方や若年妊婦の

方で、この事業を希望される方
は、八頭町役場保健課にご相談く
ださい。

利用申し込み
の方法は？

八頭町社協のヘルパーが
大切にしていること
利用者様の持っている能力を
　　　　　生かすよう支援します。

利用者様の尊厳を大切に
　　　　　支援を行います。

利用者様・関係者との情報共有や
　　　　　連携に努めます。

私たちが
訪問します！

私たちが
訪問します！

～ 日常生活自立支援事業とは ～

福祉サービスの
手続きが分からない…

計画的にお金を使いたい
けれども、うまくいかない…

通帳などをしまった場所を
忘れてしまうことが…

ふくし かね つか つうちょう ばしょけいかくてき

てつづ わす

八頭町社会福祉協議会 船岡支所
訪問介護事業所 担当：長谷・一柳
電話 73-0672

サービスのご利用・ご相談は…
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3 社協だより 社協だより 6

通所介護事業
244,150,326

令和５年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支決算書（単位：円）

障がい福祉
サービス事業
7,588,096

委託施設管理事業
24,120,539 法人運営事業

71,879,233
居宅介護
支援事業
80,868,855

施設管理運営事業
3,713,390

地域福祉活動推進事業
12,750,821

福祉サービス利用援助事業
1,602,700

ボランティアセンター事業
1,301,636
補助事業
30,065,153
共同募金配分金事業
4,120,088
地域支援事業
25,648,446

訪問介護事業
15,132,071

福祉資金貸付事業
6,500,710

会費収入 4,475,000
寄付金収入
　　2,923,974補助金収入

76,371,188

受託金収入
76,791,777

事業収入
6,083,665

貸付事業収入
38,000

介護保険事業収入
269,157,877

障害福祉
サービス等
事業収入
5,163,100

事業活動
その他の収入
1,071,488

その他の活動収入
8,000,000

前期末支払資金
79,365,995

収入合計
529,442,064

支出合計
529,442,064

　
令
和
５
年
度
は
、次
の
地
域
福
祉
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
抜
粋
）

●
地
域
福
祉
事
業

•
こ
だ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
地
域
見
守
り
）

•
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
５
６
サ
ロ
ン
）

•
小
・
中
学
校
福
祉
教
育
推
進

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
設
置
促
進
・
支
援

•
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
研
修
会
開
催

•
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

•
福
祉
大
会（
11
月
５
日
開
催
）

•
災
害
時
支
え
愛
地
域
づ
く
り

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録（
３
０
３
名
）

•
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練

•
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」

•
え
ん
く
る
り（
生
活
困
窮
へ
の
法
人
貢
献
事
業
）

•
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト（
緊
急
支
援
）

●
共
同
募
金
配
分
金
事
業

•
敬
老
の
贈
り
物（
１
４
３
名
）

•
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
助
成（
５
事
業
所
）

•
障
が
い
者
福
祉
活
動
支
援

•
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
助
成
　

•
小
・
中
・
保
育
所
生
産
活
動

•
保
育
園
児
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト（
４
９
４
名
）

•
県
外
災
害
義
援
金

•
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
助
成

•
お
せ
ち
配
布（
２
７
７
名
）

•
重
度
障
が
い
者
贈
り
物（
１
４
５
名
）

•
作
業
所
歳
末
行
事
助
成

•
地
域
共
生
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ（
３
月
２
日
開
催
）

•
福
祉
ま
つ
り（
９
月
24
日
開
催
）

•
鍛
冶
屋
温
泉
ま
つ
り（
11
月
12
日
開
催
）

●
地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防
事
業
）

•
介
護
予
防
事
業
・
食
の
自
立
支
援
事
業

•
家
族
介
護
教
室
・
通
所
型
介
護
予
防
事
業

●
委
託
施
設
管
理
事
業（
指
定
管
理
）

•
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

•
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

●
諸
団
体
等
へ
の
活
動
支
援

•
民
生
児
童
委
員
協
議
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
・
遺
族
会
連
合
会
・
心
身

障
害
児（
者
）保
護
育
成
会
・
共
同
募
金
委
員
会

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
地
域
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染

法
上
の
２
類
相
当
か
ら
５
類
感
染
症

に
位
置
づ
け
ら
れ
、３
年
余
り
続
い
た

外
出
自
粛
や
行
動
制
限
な
ど
の
対
策

が
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、

徐
々
に
本
来
の
姿
に
立
ち
返
り
な
が

ら
お
お
む
ね
事
業
計
画
に
沿
っ
て
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。中
で

も
福
祉
ま
つ
り
、鍛
冶
屋
温
泉
ま
つ
り

は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、世
代
や

団
体
、役
割
を
超
え
た
住
民
同
士
の
交

流
が
深
ま
り
、地
域
の
力
と
つ
な
が
り

を
実
感
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
支

援
で
は
、地
区
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

を
推
進
し
、ま
た
、コ
ロ
ナ
が
明
け
本

格
的
に
活
動
を
再
開
し
始
め
た
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
取
り
組
み
を
伴
走

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、男
性

の
参
加
機
会
促
進
に
向
け
た
企
画
や

未
設
置
地
区
で
の
機
運
づ
く
り
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
た
。

　
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
推
進
で
は
、八
頭
高
校
の
授
業
に

障
が
い
当
事
者
が
参
加
し
て
体
験
を

語
り
合
い
、共
に
過
ご
す
経
験
を
通
じ

た
福
祉
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
。ま
た
、地
域
共
生
社
会
を
進
め
る

た
め
の
各
種
福
祉
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
、

福
祉
関
係
委
員
を
対
象
と
し
た
障
が

い
当
事
者
の
体
験
談
か
ら
共
感
的
に

学
ぶ
研
修
を
行
っ
た
。

　
相
談
支
援
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
」
を
相
談
窓
口
と
し
、
関

係
機
関
・
専
門
機
関
と
連
携
を
し
な

が
ら
、
課
題
を
抱
え
る
相
談
対
象
者

へ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
相
談
支
援

を
行
っ
た
。
新
規
の
取
り
組
み
と
し

て
、
狭
間
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
本
人
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
資
源

と
の
間
を
取
り
持
ち
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
回
復
す
る
た
め
に
「
ほ
っ

と
×
D
o
g
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画

し
、
日
本
ス
ク
ー
ル
ド
ッ
グ
協
会
と

協
働
し
て
動
物
介
在
活
動
を
取
り
入

れ
た
地
域
住
民
の
居
場
所
づ
く
り
を

展
開
し
、
地
域
づ
く
り
と
個
別
支
援

の
両
輪
で
の
支
援
体
制
の
構
築
を

図
っ
た
。
　

　
町
内
５
法
人
に
よ
る
法
人
連
絡

会
で
は
、各
法
人
が
八
頭
高
校
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
受
入
れ
、福
祉
の

仕
事
に
触
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、地
域
福
祉
の
増
進
を
図
っ
た
。

令和５年度　事 業 報 告

（※）ほっと×Dogプロジェクト

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
当
事
者
団
体
で
あ

る
、八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、八
頭

町
心
身
障
害
児（
者
）保
護
育
成
会
、
八
頭

町
家
族
会
で
は
、
お
互
い
の
活
動
の
活
性

化
や
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
に
合
同
体

育
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
大
会
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
協
力
の
も
と
、
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
障
が
い

に
つ
い
て
理
解
し
合
え
る
場
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

日 

時
：
令
和
６
年
7
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時 

30
分
〜

場 

所
：
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

内 

容
： 

ボ
ッ
チ
ャ
、

　
　
　 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

対 
象
： 
八
頭
町
身
障
協
会
、育
成
会
、家
族

会
　
会
員
の
皆
様

　
　
　 

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　
　
　 

町
内
に
あ
る
就
労
継
続
支
援
B
型

事
業
所
に
通
っ
て
お
ら
れ
る
方

参
加
申
込
先

　
八
頭
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局

　（
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

電
　
　
話
　
７
２
-0
0
2
1

申
込
締
切
　
7
月
12
日（
金
）

八
頭
町
身
障
協
会
・
育
成
会
・
家
族
会
・
合
同
体
育
大
会

団
体
の
枠
を
超
え
て

笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
に

　会
員
以
外
の
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
葬
儀
用
祭
壇

の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

６
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
長
い
間
、
事
業
へ

の
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
引
取
業
者
様
の
サ
ー
ビ
ス
終
了
・
飲

料
メ
ー
カ
ー
業
界
団
体
等
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
踏
ま
え
、
八
頭
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
社
協
本
所
・
各
支
所
）

で
は
令
和
６
年
７
月
末
を
も
っ
て
、
空

き
缶
の
「
プ
ル
タ
ブ
」
回
収
を
終
了
い

た
し
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
近
年
、
市
場
で
よ
く
見
か
け
る
空
き
缶

の
プ
ル
タ
ブ
は
、
缶
本
体
に
つ
い
た
ま
ま

再
利
用
可
能
で

あ
る
た
め
、
外

す
必
要
が
な
い

と
の
こ
と
で

す
。

　
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

9
月
２9
日（
日
）に
開
催
す
る「
八
頭

町
福
祉
ま
つ
り
」の
イ
ベ
ン
ト
出
店
団

体
を
募
集
し
ま
す
。出
店
を
希
望
さ

れ
る
団
体
は
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

日
時
：
令
和
６
年
9
月
29
日（
日
）

　
　
　
10
：
30
〜
１3
：
00
頃

会
場
：
八
東
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
屋
内
運
動
場

　
・
出
店
ス
ペ
ー
ス
は

　
　
1
団
体
当
た
り
3ｍ
×
3ｍ

　
・
参
加
者
見
込
み
：
5
0
0
名
程
度

　
・
申
込
締
切
：

　
　
　
　
令
和
６
年
7
月
31
日（
水
）

　
出
店
内
容
は
出
店
団
体
に
お
任
せ

し
ま
す
が
、福
祉
作
業
所
等
の
出
店

内
容
と
重
な
る
場

合
や
会
場
設
備
の

都
合
に
よ
り
調
整

を
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
本

会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
頭
町
福
祉
ま
つ
り

出
店
団
体
を
募
集
し
ま
す

祭
壇
の
貸
出
事
業
の

　
　
　
　
終
了
に
つ
い
て

「
プ
ル
タ
ブ
」回
収
を

　
　
　
　
　
終
了
し
ま
す

7/27
開催

社協だより 27 社協だより

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

由
紀
夫

雅

之

敦

子

ア
サ
ヱ

幸

子

住

江

上
　
嶌
　
共
　
栄

西
　
田
　
恵
　
次

德
　
松
　
公
　
明

岸
　
本
　
克
　
彦

安
　
田
　
彰
　
彦

田
　
中
　
伊
知
郎

宮

谷

茂

田

徳

丸

船
岡
殿

安
井
宿

徳

丸

夫父姉母母母

３月

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

千
代
野

辰

雄

孝

雄

幸

一

勝
　
原
　
義
　
親

平
　
木
　
秀
　
雄

山
　
本
　
幸
　
雄

西
　
尾
　
礼
　
治

落

岩

西
御
門

船

岡

船

岡

母父父父

５月 ４月

父母母母

展
　
正

ひ
と
ゑ

富
　
子

ト
　
キ

林
　
　
伸
　
一

平
　
木
　
　
　
操

川
　
西 

里
枝
子

中
　
川
　
邦
　
子

国

中

西
御
門

才

代

隼
郡
家

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

香
典
返
し・玉
串
料

お
花
代
ご
寄
付

　
皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
に
対
し

て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

（
３
月
〜
５
月
）

物
品
寄
付

栄
田
　
正
温

八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団 

八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　
　
　
　
　 

ダ
ン
ス
ロ
ー
プ

タ
オ
ル
他 

雑
巾

令和６年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支予算書（単位：円）

会費収入　4,627,000
寄付金収入
　　2,215,000

通所介護事業
265,613,000

法人運営事業
66,798,000補助金収入

76,628,000

受託金収入
86,108,000

貸付事業収入
200,000

事業収入
6,291,000

介護保険事業収入
306,233,000

障害福祉
サービス等
事業収入
5,204,000

事業活動
その他の収入
1,154,000

その他の活動収入
15,000,000

前期末支払資金
60,550,000

障がい福祉
サービス事業
6,955,000

委託施設管理事業
20,109,000 居宅介護

支援事業
87,664,000

施設管理運営事業
4,215,000

地域福祉活動推進事業
11,493,000

福祉サービス利用援助事業
1,862,000

ボランティアセンター事業
534,000
補助事業
40,720,000
共同募金配分金事業
4,161,000
地域支援事業
28,508,000

訪問介護事業
18,728,000

福祉資金貸付事業
6,850,000

収入合計
564,210,000

支出合計
564,210,000

（
３
月
〜
５
月
）

環
境
美
化

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
こ
の
八
頭
町
に

　
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

　「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
〜

社
協
会
費
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
住
民
一
人

ひ
と
り
が
役
割
を
も
ち
、助
け
合
い
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く「
地
域
共

生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
企

画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
そ

の
活
動
は
、み
な
さ
ま
か
ら
頂
く
貴
重

な
財
源
で
あ
る「
社
協
会
費
」で
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
社
協
会
費
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、本
会
の
趣
旨
や
活
動
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、会
費
の
納
入
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容

は
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

１
．持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

　  

地
域
福
祉
活
動
の
展
開

①
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
へ
の
支
援
強
化

　
誰
も
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
集
い
の
場
づ

く
り
を
進
め
、課
題
を
抱
え
た
人
・
世
帯
を
地
域
の
関
係

に
つ
な
ぎ
戻
し
、人
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
支
え
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

②
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
推
進

　
地
域
住
民
と
子
ど
も
、当
事
者
や
そ
の
家
族
、学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
が
交
流
を
通
し
て
、お
互
い
の
理
解
を
深

め
る
共
生
型
交
流
事
業
に
よ
る
地
域
で
の
福
祉
学
習
を

推
進
す
る
。

③
包
括
的
な
相
談
・
支
援
体
制
の
強
化

　
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」を
窓
口
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
止
め
、相
談
者
の
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
向
け
て
援
助
す
る
。さ
ら
に
、複
雑
化
・
複
合
化

し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
包
括
的
な
支
援
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、多
機
関
協
働
事
業
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
、参
加
支
援
事
業
に
取
り
組
む
。

④
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
と
の
連
携

　
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
て
協
議
・
連
携
し
、取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

２
．災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　  

運
営
に
向
け
た
体
制
の
整
備

３
．介
護
保
険
事
業
の
安
定
し
た
経
営
と
事
業
展
開

　
① 

通
所
介
護
事
業
運
営
の
検
討

　
② 

利
用
者
本
位
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

４
．法
人
組
織
の
基
盤
強
化

　
①
法
人
の
管
理
体
制
と
組
織
の
強
化

　
②
職
員
の
人
材
育
成
と
資
質
の
向
上

　
③
自
主
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な
財
政
経
営

令和６年度　事 業 計 画

重
点
項
目

基
本
方
針

　
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
貌
す
る

中
で
、少
子
高
齢
化
、核
家
族
化
な
ど
に

よ
り
家
庭
や
地
域
の
相
互
扶
助
機
能
は

弱
体
し
、住
民
相
互
の
社
会
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化

や
生
活
課
題
の
多
様
化
・
複
雑
化
な
ど
、住
民
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

中
、令
和
６
年
度
〜
令
和
11
年
度
の
６
年
間
の「
第
２

期
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」（
町
と
社
協
が
一
体

的
に
策
定
）が
策
定
さ
れ
、地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を

再
構
築
し
て
、公
・
民
の
多
様
な
主
体
が
一
丸
と
な
っ

て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
会
で
は
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
、住
民
と
の
協
働
を
通
じ
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、住
民
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
へ
の
支
援
等
を
推
し
進
め
る
こ

と
が
重
要
な
役
割
と
な
る
。

　
ま
た
、重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
本
格
実
施
に

伴
い
、多
機
関
協
働
事
業
・
参
加
支
援
事
業
・
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
事
業
に
よ
る
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
課
題
を
か
か
え
ら
れ

る
方
々
へ
の
各
相
談
支
援
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
も

大
き
な
役
割
と
な
る
。

　
介
護
保
険
等
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
い
て
は
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
思

い
を
支
え
る
事
業
で
あ
り
、質
の
高
い
事
業
展
開
、関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
令
和
６
年
度
は
、次
の
４
つ
を
重
点
目
標
と
し
て
展

開
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動

◆
採
用

　
令
和
６
年
５
月
１
日
付

　
　
石
本
　
春
香（
本
所
通
所
介
護
係
主
事
）

◆
退
職

　
令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
　
亀
山
　
真
由（
本
所
通
所
介
護
係
主
事
）

　
令
和
６
年
４
月
30
日
付

　
　
山
本
　
哲
進（
本
所
地
域
福
祉
課
主
事
）

人
事
異
動

郡家赤十字奉仕団のみなさん
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住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

由
紀
夫

雅

之

敦

子

ア
サ
ヱ

幸

子

住

江

上
　
嶌
　
共
　
栄

西
　
田
　
恵
　
次

德
　
松
　
公
　
明

岸
　
本
　
克
　
彦

安
　
田
　
彰
　
彦

田
　
中
　
伊
知
郎

宮

谷

茂

田

徳

丸

船
岡
殿

安
井
宿

徳

丸

夫父姉母母母

３月

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

千
代
野

辰

雄

孝

雄

幸

一

勝
　
原
　
義
　
親

平
　
木
　
秀
　
雄

山
　
本
　
幸
　
雄

西
　
尾
　
礼
　
治

落

岩

西
御
門

船

岡

船

岡

母父父父

５月 ４月

父母母母

展
　
正

ひ
と
ゑ

富
　
子

ト
　
キ

林
　
　
伸
　
一

平
　
木
　
　
　
操

川
　
西 

里
枝
子

中
　
川
　
邦
　
子

国

中

西
御
門

才

代

隼
郡
家

住
　
所

続
柄

故
人
名

寄
付
者
氏
名

香
典
返
し・玉
串
料

お
花
代
ご
寄
付

　
皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
に
対
し

て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
福
祉
活
動
の
財
源
と
し
て
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

（
３
月
〜
５
月
）

物
品
寄
付

栄
田
　
正
温

八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団 

八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　
　
　
　
　 

ダ
ン
ス
ロ
ー
プ

タ
オ
ル
他 

雑
巾

令和６年度　八頭町社会福祉協議会　資金収支予算書（単位：円）

会費収入　4,627,000
寄付金収入
　　2,215,000

通所介護事業
265,613,000

法人運営事業
66,798,000補助金収入

76,628,000

受託金収入
86,108,000

貸付事業収入
200,000

事業収入
6,291,000

介護保険事業収入
306,233,000

障害福祉
サービス等
事業収入
5,204,000

事業活動
その他の収入
1,154,000

その他の活動収入
15,000,000

前期末支払資金
60,550,000

障がい福祉
サービス事業
6,955,000

委託施設管理事業
20,109,000 居宅介護

支援事業
87,664,000

施設管理運営事業
4,215,000

地域福祉活動推進事業
11,493,000

福祉サービス利用援助事業
1,862,000

ボランティアセンター事業
534,000
補助事業
40,720,000
共同募金配分金事業
4,161,000
地域支援事業
28,508,000

訪問介護事業
18,728,000

福祉資金貸付事業
6,850,000

収入合計
564,210,000

支出合計
564,210,000

（
３
月
〜
５
月
）

環
境
美
化

●
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
八
頭
町
郡
家
赤
十
字
奉
仕
団

●
メ
ニ
ユ
ダ

　・
八
頭
町
船
岡
赤
十
字
奉
仕
団

●
八
東
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・
花
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
こ
の
八
頭
町
に

　
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

　「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
〜

社
協
会
費
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
住
民
一
人

ひ
と
り
が
役
割
を
も
ち
、助
け
合
い
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く「
地
域
共

生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
企

画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
そ

の
活
動
は
、み
な
さ
ま
か
ら
頂
く
貴
重

な
財
源
で
あ
る「
社
協
会
費
」で
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
社
協
会
費
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、本
会
の
趣
旨
や
活
動
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、会
費
の
納
入
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容

は
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

１
．持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

　  

地
域
福
祉
活
動
の
展
開

①
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
へ
の
支
援
強
化

　
誰
も
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
集
い
の
場
づ

く
り
を
進
め
、課
題
を
抱
え
た
人
・
世
帯
を
地
域
の
関
係

に
つ
な
ぎ
戻
し
、人
と
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
支
え
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

②
福
祉
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
推
進

　
地
域
住
民
と
子
ど
も
、当
事
者
や
そ
の
家
族
、学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
が
交
流
を
通
し
て
、お
互
い
の
理
解
を
深

め
る
共
生
型
交
流
事
業
に
よ
る
地
域
で
の
福
祉
学
習
を

推
進
す
る
。

③
包
括
的
な
相
談
・
支
援
体
制
の
強
化

　
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と
」を
窓
口
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
止
め
、相
談
者
の
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
向
け
て
援
助
す
る
。さ
ら
に
、複
雑
化
・
複
合
化

し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
包
括
的
な
支
援
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、多
機
関
協
働
事
業
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
、参
加
支
援
事
業
に
取
り
組
む
。

④
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
と
の
連
携

　
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
て
協
議
・
連
携
し
、取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

２
．災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　  

運
営
に
向
け
た
体
制
の
整
備

３
．介
護
保
険
事
業
の
安
定
し
た
経
営
と
事
業
展
開

　
① 

通
所
介
護
事
業
運
営
の
検
討

　
② 

利
用
者
本
位
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

４
．法
人
組
織
の
基
盤
強
化

　
①
法
人
の
管
理
体
制
と
組
織
の
強
化

　
②
職
員
の
人
材
育
成
と
資
質
の
向
上

　
③
自
主
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な
財
政
経
営

令和６年度　事 業 計 画

重
点
項
目

基
本
方
針

　
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
貌
す
る

中
で
、少
子
高
齢
化
、核
家
族
化
な
ど
に

よ
り
家
庭
や
地
域
の
相
互
扶
助
機
能
は

弱
体
し
、住
民
相
互
の
社
会
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化

や
生
活
課
題
の
多
様
化
・
複
雑
化
な
ど
、住
民
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

中
、令
和
６
年
度
〜
令
和
11
年
度
の
６
年
間
の「
第
２

期
八
頭
町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」（
町
と
社
協
が
一
体

的
に
策
定
）が
策
定
さ
れ
、地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を

再
構
築
し
て
、公
・
民
の
多
様
な
主
体
が
一
丸
と
な
っ

て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
会
で
は
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
、住
民
と
の
協
働
を
通
じ
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、住
民
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
へ
の
支
援
等
を
推
し
進
め
る
こ

と
が
重
要
な
役
割
と
な
る
。

　
ま
た
、重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
本
格
実
施
に

伴
い
、多
機
関
協
働
事
業
・
参
加
支
援
事
業
・
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
事
業
に
よ
る
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
課
題
を
か
か
え
ら
れ

る
方
々
へ
の
各
相
談
支
援
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
も

大
き
な
役
割
と
な
る
。

　
介
護
保
険
等
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
い
て
は
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
思

い
を
支
え
る
事
業
で
あ
り
、質
の
高
い
事
業
展
開
、関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
令
和
６
年
度
は
、次
の
４
つ
を
重
点
目
標
と
し
て
展

開
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動

◆
採
用

　
令
和
６
年
５
月
１
日
付

　
　
石
本
　
春
香（
本
所
通
所
介
護
係
主
事
）

◆
退
職

　
令
和
６
年
３
月
31
日
付

　
　
亀
山
　
真
由（
本
所
通
所
介
護
係
主
事
）

　
令
和
６
年
４
月
30
日
付

　
　
山
本
　
哲
進（
本
所
地
域
福
祉
課
主
事
）

人
事
異
動

郡家赤十字奉仕団のみなさん



この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金事業で発行しました。

福祉・介護・ボランティアに関することは
■ 本　　所　〒680-0463　八頭町宮谷254番地1
　　　　　　 電話：（0858）72‒6210　FAX（0858）72‒2793

■ 船岡支所　〒680-0411　八頭町船岡殿159番地
　　　　　　 電話：（0858）73‒0672　FAX（0858）72‒6122

■ 八東支所　〒680-0532　八頭町東593番地1
　　　　　　 電話：（0858）84‒2210　FAX（0858）84‒2227

社協だより 8

https://www.yazu-syakyo.or.jp/

社会福祉協議会の情報が盛りだくさん。
是非のぞきに来て下さい！

■ お問合せ　八東地域福祉センター　八頭町東593-1 ／電話：(0858)84-2210

鍛冶屋温泉カレンダー
9月

 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

 29 30

7月
 日 月 火 水 木 金 土
  1 2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

 28 29 30 

8月
 日 月 火 水 木 金 土
     1  2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17

 18 19 20 21 22 23 24

 25 26 27 28 29 30 31

営業日（9：00～17：00）
（受付は１６：３０まで）

休業日（毎週火曜日《祝日の場合は翌日》・年末年始）

ふろの日（入浴料100円割引）

■ １０人以上は予約により送迎をします（八頭町内のみ）
■ 温泉利用での無料休憩所・無料マッサージ機があります。

営業日（9：00～19：00）
（土・日・祝日の延長は11月末まで）
（受付は１８：３０まで） 入

浴
料

町内在住者　　　　 300円
（町内勤務者も含む）

町外在住者 　　　　400円
小学生・障がい者　　 200円

毎月26日は「ふろの日」入浴料100円おトク！

26

主なトピックス
事業計画・事業報告　　 P２
日常生活自立支援事業　P４
子育て世帯訪問支援事業　P５
ご寄付お礼　　　　　　P７
鍛冶屋温泉カレンダー　P８

　船岡支所で毎月開催している
なかよし会に船岡保育所の園児
を招待し交流会を行いました。
　こいのぼりに飾り付けをしな
がら交流をし、たくさんの笑顔が
溢れました。

7
令和６年 

第77号

社協だより
八 頭 町 社 会 福 祉 協 議 会 広 報 誌

ふるさと大好き　笑顔が大好き！

　この度、八頭町社会福祉協議会の新しいロゴデザイン
が決定しました。今回のデザインは、本会の理念を象徴
するものとなっています。

【作品に込められた想い】
　新しいロゴは「つながる」ことを表現するため、手を
取り合う姿をイメージしました。線画にすることで様々
な形で利用できるようにしています。デザインには「あ
なたと　みんなとつながる　しゃきょう」も含まれま
す。「しゃきょう」というフレーズは多くの方に聞きなじ
みがあるので、デザインとしゃきょうと社協が連想でき
ることを意図しています。

　この新しいロゴを通じて、本会の活動に対する理解と
共感が広がり、さらなる支援が得られることを期待して
います。今後も、八頭町社会福祉協議会の活動にご注目
ください。

なかよし会·船岡保育所交流会


